
⼀般財団法⼈ C.W.ニコル・アファンの森財団 

会員規程 

 

（会員） 

第１条 ⼀般財団法⼈ C.W.ニコル・アファンの森財団（以下「当財団」という。）の⽬的およ

び活動趣旨に賛同し、その発展を助⻑しようとする個⼈、法⼈⼜は団体を会員（以下「会員」

という。）とする。 

２ 本規程に定める会員は、当財団定款第 40 条に定める賛助会員に該当するものとする。 

（会員種別と年会費） 

第２条 会員は賛助会員とアファン会員の２種別とする。 

２ 会員の年会費は次のとおりとする。 

（1）賛助会員        １⼝ 50,000 円（年） 

（2）アファン会員（年払）  １⼝  5,000 円（年） 

３ アファン会員のうち、クレジットカードによる⽀払いに限り、年会費１⼝ 5,000 円を１

⼝当たり 500 円の⽉払いに代えることができるものとする。 

（1）アファン会員（⽉払）  １⼝   500 円（⽉） 

（会費年度） 

第３条 年会費は、当財団の事業年度（毎年４⽉１⽇に始まり翌年３⽉ 31 ⽇に終わる。）を単

位とし、各事業年度に対応する年会費を「年度会費」という。 

２ 各年度の年度会費は、当該年度の初⽇に発⽣するものとする。 

３ 前２項は、アファン会員（⽉払）には適⽤しない。 

（⼊会申込） 

第４条 当財団に⼊会しようとする個⼈・法⼈・団体（以下「申込者」という。）は、所定の⼊

会申込⽤紙に必要事項を記⼊し、法⼈の場合は法⼈の関連参考資料とともに提出するものと

する。 

（⼊会審査） 

第５条 ⼊会申込書ならびに関連参考資料に基づき、申込者が当財団を真に⽀援するものである

か否かを当財団事務局（審査委員会）において審査する。 

（⼊会⼿続） 

第６条 ⼊会審査において⼊会を認められた申込者は、⼊会する年度の年度会費を納⼊する。た



だし、アファン会員（⽉払）は１⼝当たり⽉ 500 円を納⼊する。 

２ 年度の中途に⼊会する会員の初年度の年度会費は、⼊会した⽉にかかわらず、年会費の

全額とする。 

（会員期間） 

第７条 年度会費を納⼊した会員の会員期間は、当該年度の末⽇（３⽉ 31 ⽇）までとする。 

２ 年度の中途に⼊会した会員の初年度の会員期間は、⼊会した⽇から当該年度の末⽇まで

とする。 

３ アファン会員（⽉払）の会員期間は、会費を納⼊した⽉とする。 

（年度会費の請求及び納⼊） 

第８条 当財団は、毎年度４⽉に、すべての会員に対し、当該年度の年度会費を⼀括して請求す

る。 

２ 会員は、請求書に記載された期限までに年度会費を納⼊する。 

３ アファン会員（⽉払）については、前２項を適⽤せず、クレジットカードによる毎⽉の

決済をもって納⼊とする。 

（会員資格の継続） 

第９条 会員は、退会の申出をしない限り、翌年度以降も引き続き会員となるものとし、当財団

は前条により翌年度の年度会費を請求する。 

（退会） 

第 10 条 退会を希望する会員は、所定の⽤紙に必要事項を記⼊し、当財団に提出するものとす

る。 

２ 退会は、当財団が前項の届出を受理した⽇の属する年度の末⽇をもって効⼒を⽣ずる。

ただし、アファン会員（⽉払）については、当財団が届出を受理した⽇の属する⽉の末⽇

をもって効⼒を⽣ずる。 

３ 既に納⼊された会費は返還しない。 

（会員資格の喪失） 

第 11 条 会員が次のいずれかに該当したときは、会員資格を失う。 

（1）前条により退会したとき 

（2）当該年度の年度会費を、当該年度の末⽇までに納⼊しないとき 

（3）アファン会員（⽉払）について、クレジットカードによる決済が３か⽉以上継続し

て⾏われないとき 

（4）当財団の⽬的⼜は活動趣旨に著しく反する⾏為があったと理事⻑が認めたとき 



２ 前項の場合において、既に納⼊された会費は返還しない。 

（会員の特典） 

第 12 条 賛助会員およびアファン会員は当財団より次の各項の提供を受けることができる。た

だし、アファン会員（⽉払）は会費を納⼊した期間のみ提供を受けることができる。 

（1）年次報告書 

（2）季節のお便り 

（3）アファンの森会員⾒学会 

（4）会員の集い 

（会員の特典・オフィシャルスポンサー） 

第 13 条 年会費 20 ⼝以上の賛助会員をオフィシャルスポンサーとし、当財団より次の各項の提

供を受けることができる。ただし、各項の提供を受けるにあたり、別途覚書を交わすことと

する。 

（1）年次報告書 

（2）活動の内容および写真数点 

（3）協賛企業としての告知 

（4）当財団ホームページに企業名（バナー）の掲載 

（会員の特典・事業別スポンサー） 

第 14 条 年会費 10 ⼝以上の賛助会員を事業別スポンサーとし、当財団より次の各項の提供を受

けることができる。ただし、各項の提供を受けるにあたり、別途覚書を交わすこととする。 

（1）年次報告書 

（2）協賛事業の内容および写真数点 

（3）協賛企業としての事業協賛の告知 

（4）当財団ホームページに企業名（バナー）の掲載 

（会員情報の保護） 

第 15 条 当財団は、別に定める個⼈情報管理規程に基づき、会員に関する個⼈情報について守

秘義務を負い、会員名簿（⽒名、住所、電話番号、⽣年⽉⽇等の全てが記載されている媒体）

は⼀切公開しない。 

２ 当財団は、会員にとって利益となると考えられる⾃然保護情報などの提供の際に、会員

名簿を使⽤することができる。ただし、会員本⼈から名簿⾮使⽤の申し出があった場合に

は当該会員の個⼈情報は使⽤しない。 

（委任） 



第 16条 この規程の実施に関し必要な細⽬は、理事⻑が別に定める。 

（改廃） 

第 17条 この規程は、必要と認めた場合、理事会の決議により改正することができる。 

附 則 

１ （施⾏期⽇）この規程は、2026年 8⽉ 1 ⽇から施⾏する。 

２ （規程の名称）改正前の「会員規定要項」は、この改正により「会員規程」と称する。 

３ （2026年度会費に関する移⾏措置・その１）2026年４⽉１⽇から 2026年８⽉ 31 ⽇までの

間に、改正前の第５条及び第６条により年会費を納⼊した会員については、当該納⼊をもっ

て 2026年度（2026年４⽉１⽇から 2027年３⽉ 31 ⽇まで）の年度会費を納⼊したものとみ

なす。この場合の会員期間は、2027年３⽉ 31 ⽇までとする。 

４ （2026年度会費に関する移⾏措置・その２）2026年９⽉１⽇から 2027年３⽉ 31 ⽇までの

間に、改正前の第６条による年会費の期間が満了する会員については、従前の例により年会

費を請求するものとし、当該納⼊をもって 2026 年度の年度会費を納⼊したものとみなす。

この場合の会員期間は、2027年３⽉ 31 ⽇までとする。 

５ （精算を⾏わないこと）前２項の適⽤により、改正前の第６条による年会費の期間と会員期

間との間に差異が⽣じても、会費の返還⼜は⽇割りによる精算は⾏わない。ただし、理事⻑

は、会員期間が１年に満たないこととなる会員について、必要と認めるときは、会員特典の

提供期間の延⻑その他の調整を⾏うことができる。 

６ （2027年度以降）2027年度以降の年度会費については、第８条により、2027年４⽉からす

べての会員に対し⼀括して請求する。 

７ （⽉払会員）アファン会員（⽉払）については、この改正の前後を通じ、従前の例による。 

2007 年２⽉ 26⽇改訂 
2014 年５⽉ 28⽇改訂 
2017 年６⽉ 19⽇改訂 
2018 年３⽉ 20⽇改訂 

2026 年 8 ⽉ 1 ⽇改訂（本改正） 


